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第 1 章『新刊多識編』の世界 
 1 はじめに 
 2 『新刊多識編』の目的と蒐集される「名」 
 3 『新刊多識編』から見る本草学 
3.1 水部から見る名づけの判断 
  3.2 日本へのまなざし 
 4 おわりに 
 
第 2 章『大和本草』がもたらした日本本草学 
 1 はじめに 











  4 おわりに 
 
第 3 章 恕庵本草学の展開 
 1 はじめに 
 2 本草学者を取り巻く環境と学問観 
   2.1 恕庵本草学へのまなざし 








 4 おわりに 
 
第 4 章 薬品会の登場 
 1 はじめに 
 2 『文会録』が編集する知 
   2.1 序文が語る薬品会の意義 
    2.2 過去の知の更新 
  2.3 観察と関係の考察 
  2.4 記述される「衆評」 






 4 おわりに 
 
第 5 章 『物類品隲』による本草学の展開 
 1 はじめに 
 2 薬品会と『物類品隲』 
  2.1 薬品会の歴史と開催の目的 
  2.2 『物類品隲』の構成 
  2.3 『物類品隲』からみる薬品会の様子 
3 『物類品隲』に記述された薬品会の経験と知 
    3.1 薔薇露から広がるヨーロッパの知 
  3.2 金剛石から広がる東西の知 
  3.3 石髄から見えるミクロとマクロ 
  3.4 モノから広がる関係の渦 
  3.5 スランガステインを巡る人々 
  3.6 芒硝から繋がる歴史 
 4 おわりに 
 
第 6 章 開かれている本草学の知 
 1 はじめに 
 2 蒹葭堂のルーツと交流網 
4 
 
 3 大槻玄沢と蒹葭堂の関係からみる本草学の知の波及 
  3.1 『一角纂考』と『六物新志』 
  3.2 『六物新志』からみる蘭学の目的 
  3.3 『六物新志』に記述される「出来事」と知の波及 
  3.4 蘭学者と本草の知の関係 
 4 『遡遊従之』からみる本草学の知の伝搬 
  4.1 南畝の疑問点と好奇心 
  4.2 南畝が要求する本草学の知 
  4.3 注目された海外の情報と回答の手段 
























































































 この章では、戸田旭山『文会録』 (1760年) 、豊田養慶『赭鞭余録』（1761年）を取
り上げることで、全国から本草学を学ぶ人々がモノを持ち寄り質疑応答を行う薬品会と
いう活動について論じた。 







































































































                            
